
平
成
27
年
度
の
埼
玉
Ｃ
Ｓ

Ｃ
交
流
会
役
員
会
が
４
月
25

日
開
催
さ
れ
、
前
年
度
の
役

員
や
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者

な
ど
が
集
ま
っ
た
。

こ
の
会
議
で
は
平
成
26
年

度
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
決
算
報

告
・
監
査
報
告
の
他
、
第
８

回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
収
支
が

報
告
さ
れ
た
。
同
時
に
、
新

年
度
役
員
の
選
出
や
今
後
の

会
議
日
程
な
ど
の
協
議
が
行

わ
れ
た
。

い
ず
れ
も
５
月
20
日
の
第

１
回
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表
者

会
議
に
て
発
表
さ
れ
、
承
認

を
受
け
た
。
ま
た
今
年
度
の

第
９
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開

催
日
を
10
月
10
日
、
11
日
の

２
日
間
と
決
定
し
た
。
埼
玉

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
日
決
定
に

伴
い
、
フ
ェ
ス
タ
開
催
の
ポ

ス
タ
ー
は
、
７
月
末
の
認
定

試
験
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
内
に
掲

示
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
の
公
開
講
演
会
を

放
送
大
学
副
学
長
に
依
頼

平
成
27
年
度
の
活
動
計
画

と
し
て
、
第
９
回
の
埼
玉
フ
ェ

ス
タ
に
は
放
送
大
学
の
小
寺

山

亘
（
コ
テ
ラ
ヤ
マ
ワ
タ

ル
）
副
学
長
に
講
演
を
依
頼

す
る
事
と
し
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
の
渋
谷
所
長
が
放
送

大
学
本
部
へ
の
申
請
を
引
き

受
け
て
下
さ
っ
た
。

卒
業
研
究
発
表
会

前
年
度
に
非
常
な
盛
り
上

が
り
を
見
て
好
評
だ
っ
た
卒

業
研
究
と
修
士
研
究
の｢

研

究
発
表
会｣

に
つ
い
て
は
、

日
程
や
発
表
者
、
開
催
要
領

等
に
つ
い
て
学
習
セ
ン
タ
ー

で
十
分
な
検
討
を
行
い
、
Ｃ

Ｓ
Ｃ
交
流
会･

同
窓
会
と
も

協
力
し
て
開
催
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

新
役
員
選
出

新
年
度
の
役
員
選
出
で
は
、

代
表
に
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の

会
）
が
３
期
目
の
留
任
を
引

き
受
け
た
。
ま
た
、
副
代
表

に
武
内
英
則
（
放
送
大
学
埼

玉
同
窓
会
）
・
高
山
和
彦

（
放
送
大
学
熟
年
会
）
・
篠

田
安
彦
（
江
戸
時
代
の
古
文

書
を
読
む
会
）
、
中
野
栄
治

（
放
送
大
学
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン

ス
ク
ラ
ブ
）
、
会
計
に
松
井

喜
義
（
健
康
体
操
研
究
会
）
・

赤
木
美
恵
子
（
バ
ラ
ン
ス
体

操

悠
悠
）
、
会
計
監
査
に

相
川
智
子
（
朗
読
の
会
「
こ

こ
ろ
」
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選

出
さ
れ
た
。

事
務
局
で
は
、
事
務
局
長

に
野
呂
生
男
（
サ
ー
ク
ル
お

お
み
や
）
、
事
務
委
員
は
田

口
和
美
（
放
送
大
学
埼
玉
同

窓
会
）･

島
辺
百
合
子
（
健

康
体
操
研
究
会
）
、
相
談
役

に
笹
原
誠
二
（
サ
ー
ク
ル
お

お
み
や
）
、
学
生
新
聞
は
編

集
委
員
長
に
篠
田
安
彦
（
江

戸
時
代
の
古
文
書
を
読
む
会
）
、

編
集
副
委
員
長
と
し
て
冬
木

洋
子
（
放
送
大
学
熟
年
会
）

の
諸
氏
を
選
出
し
た
。

人
事
に
関
し
て
も
、
５
月

20
日
の
第
１
回
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
代
表
者
会
議
に
て
発
表
さ

れ
、
承
認
を
受
け
た
。

学
習
の
方
法
、
進
め
方
、

卒
業
研
究
、
大
学
院
進
学
な

ど
、
修
学
上
の
諸
問
題
に
つ

い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
客
員

教
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
務
室
に
備
え

て
あ
る
「
学
習
相
談
申
込
票
」

に
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

面
接
授
業
の
定
員
に
余
裕

が
あ
れ
ば
、
追
加
登
録
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
掲
示
お

よ
び
シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ

Ａ
で
空
席
状
況
を
確
認
の
上

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
期
限
は
原
則
と
し
て
、

最
初
の
授
業
の
１
週
間
前
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、

平
成
27
年
6
月
8
日
（
月
）

本
部
必
着
で
す
。
通
信
指
導

を
提
出
し
な
い
と
、
単
位
認

定
試
験
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
２
学
期
（
10

月
入
学
）
の
学
生
募
集
が
始

ま
り
ま
す
。
出
願
期
間
は
、

第
１
回
が
６
月
15
日
（
月
）

か
ら
８
月
31
日
（
月
）
ま
で
。

第
２
回
が
９
月
1
日
（
火
）

か
ら
９
月
20
日
（
日
）
ま
で

で
す
。
知
人
・
友
人
等
を
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄

謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

左
記
の
日
程
で
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
、
放
送
大

学
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、

是
非
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

開
催
日

７
月
19
日
（
日
）
、

８
月
８
日
（
土
）

時

間

い
ず
れ
も
14
時
～

内

容

大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生
の
体

験
談
、
施
設
見
学
、
個
別

相
談
な
ど

①
６
月
21
日
（
日
）

14
時
～
16
時

演
題
＝
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
魅
力
」

講
師
＝
渋
谷
治
美
所
長

場
所
＝
９
階
第
１
講
義
室

②
７
月
５
日
（
日
）

14
時
～
16
時

演
題
＝
「
心
理
学
と
人
間
」

講
師
＝
馬
場
久
志
先
生

場
所
＝
８
階
講
堂

い
ず
れ
も
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
左
記
の
方
々
が
４
月

１
日
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

所
長

渋
谷
治
美

事
務
長

渡
邊
賢
治

総
務
係
員

福
永
陽
子

図
書
室
係
員

野
村
節
子

第３８号 学 生 新 聞 平成２７年５月２２日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

今
年
度
の
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
ス
タ
ー
ト

第
９
回
フ
ェ
ス
タ
は
10
月
10
・
11
日

嶋
﨑
洋
明
代
表
が
３
期
目
留
任

「
花
紀
行
」

笹
原
誠
二

・
３
月
31
日
。
「
日

本
桜
名
所
100
選
」
に

選
定
さ
れ
て
い
る
、

自
宅
か
ら
徒
歩
20
分
の
野
田

市
の
清
水
公
園
に
、
今
年
も

夫
婦
で
花
見
に
出
か
け
た
。

近
く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
豪
華
な
（
？
）
寿
司

折
と
少
し
の
ア
ル
コ
ー
ル
、

お
茶
を
買
い
込
み
、
東
京
ド
ー

ム
６
個
分
の
敷
地
の
広
さ
の

庭
園
と
約
２
０
０
０
本
の
満

開
の
桜
の
下
で
、
芝
生
に
シ
ー

ト
を
敷
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と

春
の
午
後
を
満
喫
し
た
。

園
内
は
家
族
づ
れ
や
二
人

づ
れ
が
各
々
、
弁
当
や
お
菓

子
を
広
げ
て
、
の
ん
び
り
と

ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い
る
。

子
供
た
ち
の
歓
声
や
ふ
た
り

の
楽
し
げ
な
語
ら
い
が
周
り

の
風
景
に
溶
け
合
っ
て
、
和

や
か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し

て
い
た
。

・
４
月
１
日
。
浅
草
演
芸
場

で
出
し
物
を
楽
し
ん
だ
後
、

浅
草
寺
と
隅
田
川
河
畔
で
満

開
の
桜
を
鑑
賞
。
人
出
の
多

さ
に
戸
惑
い
な
が
ら
早
め
に

夕
食
を
と
り
、
帰
宅
し
た
。

・
４
月
２
日
。
放
送
大
学
の

サ
ー
ク
ル
の
仲
間
12
名
で
、

駒
込
の
六
義
園
と
王
子
の
飛

鳥
山
公
園
の
桜
を
鑑
賞
。
六

義
園
名
物
の
枝
垂
桜
は
残
念

な
が
ら
散
り
始
め
て
い
た
が
、

飛
鳥
山
公
園
の
桜
は
、
今
を

盛
り
の
満
開
で
、
持
参
し
た

弁
当
を
広
げ
な
が
ら
ビ
ー
ル

で
乾
杯
。
ま
さ
に
、｢

両
手

に
花
と
酒｣

の
状
態
で
一
日

を
楽
し
ん
だ
。

・
４
月
３
日
。
自
宅
の
周
り

を
散
歩
。
近
く
の
小
学
校
や

公
園
の
数
種
類
の
桜
や
、
家
々

の
紅
白
に
咲
き
分
け
て
咲
く

花
桃
を
６
箇
所
あ
ま
り
楽
し

ん
だ
後
、
我
が
家
の
７
種
類

の
椿
の
花
と
水
仙
、
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
、
ハ
ナ
ズ
オ
ウ
、
黄
梅
、

山
吹
の
花
々
を
見
て
雨
の
一

日
を
過
ご
し
た
。

学生手帳

３
期
目
の
代
表
に
就
任
致
し

ま
し
た
嶋
﨑
洋
明
（
未
来
の
会
）

で
す
。

力
不
足
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

燃
焼
不
足
を
補
え
と
の
温
か
い

支
援
と
受
け
取
り
、
更
な
る
発

展
に
寄
与
す
べ
く
全
力
を
傾
注

致
す
所
存
で
す
。
皆
様
の
更
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
た

く
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

「
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
事
業

と
し
て
」

①
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

「
第
９
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」

の
開
催
も
10
月
10
日
（
土
）
11

日
（
日
）
と
決
定
し
ま
し
た
。

今
年
も
、
本
部
の
副
学
長
の

講
演
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

「
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
」
は
学
生

が
交
流
す
る
場
所
と
し
て
、
更

に
親
交
を
深
め
る
催
し
物
な
ど

を
野
呂
事
務
局
長
及
び
事
務
局

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
検
討
し
て

参
り
ま
す
。

②
卒
業
研
究
発
表
会

第
２
回
卒
業
研
究
発
表
会
を

実
施
致
し
ま
す
。
４
月
25
日
の

役
員
会
で
渋
谷
治
美
所
長
よ
り
、

日
時
は
未
定
で
す
が
実
施
の
確

約
を
頂
き
ま
し
た
。

③
学
生
新
聞
の
発
行

「
学
生
新
聞
」
は
若
松
相
談

役
、
篠
田
編
集
長
、
冬
木
副
編

集
長
が
、
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
学
習
に
関
す
る
情
報
、
サ
ー

ク
ル
の
情
報
、
学
生
か
ら
の
投

稿
等
を
ま
と
め
て
、
隔
月
に
発

行
し
て
お
り
ま
す
。

④
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
収
支
決
算

報
告
及
び
会
計
監
査
報
告

平
成
26
年
度
は
、
フ
ェ
ス
タ

の
収
支
報
告
と
26
年
度
の
収
支

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
報
告

及
び
会
計
監
査
の
結
果
を
４
月

25
日
の
役
員
会
で
行
い
、
承
認

を
頂
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
継
続
し
て
、

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

⑤
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と
学
生

と
の
パ
イ
プ
役

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
は
今
年

も
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と
学
生

と
の
パ
イ
プ
役
に
徹
す
る
所
存

で
、
学
生
の
『
居
場
所
』
作
り

を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

新
メ
ン
バ
ー
を
紹
介

平
成
27
年
度

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表
就
任
に
つ
い
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

学
習
相
談
を
行
い
ま
す

修
学
上
の
諸
問
題
で

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

公
開
講
演
会
を
開
催

６
月
～
７
月

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
集

い
学
ぶ
学
生
の
皆
様
、
今
日

は
。
こ
の
４
月
か
ら
、
所
長

に
就
任
し
ま
し
た
渋
谷
治
美

（
し
ぶ
や
・
は
る
よ
し
）
と

申
し
ま
す
。
学
習
セ
ン
タ
ー

で
皆
様
に
お
会
い
す
る
時
に

は
、
「
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
今
日
は
」
等
々
と
お
声
掛

け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き

ま
す
と
、
年
齢
は
１
９
４
８

年
（
昭
和
23
年
）
生
ま
れ
の

66
歳
で
す
。
１
９
８
２
年
か

ら
こ
の
３
月
ま
で
の
33
年
間
、

埼
玉
大
学
教
育
学
部
で
教
員

養
成
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
。
で
す
の
で
、
か

つ
て
の
私
の
ゼ
ミ
生
で
、
現

在
、
埼
玉
、
東
京
、
秋
田
、

長
野
な
ど
の
小
・
中
・
高
等

学
校
に
教
師
と
し
て
勤
め
て

い
る
者
が
、
約
２
０
０
人
い

ま
す
。

他
方
、
私
の
専
門
研
究
領

域
は
、
倫
理
学
・
哲
学
・
総

合
人
間
学
で
す
。
長
年
、
主

に
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
カ
ン
ト

を
研
究
対
象
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
他
に
、
親
鸞
、
道
元
、

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

加
え
て
、
宇
宙
論
、
生
命
科

学
、
人
類
学
、
宗
教
思
想
、

歴
史
、
芸
術
な
ど
を
総
合
し

て
、
「
人
間
と
は
何
か
」
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
生
涯

の
課
題
と
し
て
い
ま
す
（
総

合
人
間
学
）
。

私
が
現
在
に
至
る
ま
で
の

間
で
も
っ
と
も
影
響
を
受
け

た
の
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

か
ら
で
す
。
な
か
で
も
、
彼

の
四
大
悲
劇
の
一
つ
『
マ
ク

ベ
ス
』
に
登
場
す
る
魔
女
た

ち
の
呪
文
、
「
よ
い
は
悪
い

で
、
悪
い
は
よ
い
。F

ai
r

i
s
f
ou
l,

a
nd

f
ou
l
is

f
a
i
r
.

」
を
座
右
の
銘
と
し

て
い
ま
す
。

皆
様
と
共
に
、
こ
の
、
魔

女
た
ち
の
語
る
真
理
を
一
つ

の
手
が
か
り
に
し
な
が
ら
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
を
学
び

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
広
場
）
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
「
人
間
と
は
何
か
」
を
学

ん
で
い
け
れ
ば
い
い
な
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。

「
人
間
と
は
何
か
」
を
共
に
学
び
ま
し
ょ
う

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

渋
谷
治
美

面
接
授
業
の
追
加
登
録

空
席
あ
る
授
業
を
発
表

平
成
27
年
度
第
２
学
期

学
生
募
集
を
開
始

通
信
指
導
の
提
出

期
限
を
忘
れ
ず
に

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

７
月･

８
月
に
開
催

埼玉ＣＳＣ交流会は学習セ

ンターを楽しく活気ある学

びの場とする事を目的とし

て、学生サークル、同窓会、

学習センターの三者により

結成された団体です。

埼玉ＣＳＣ交流会

事務室からのお知らせ ５月～６月のサロン
申し込みはいずれも埼玉学習センターの窓口またはお電話で

第１回は｢色彩分割法｣

と「はがきコラージュ｣

を行いました。次回はで

きあがった作品の鑑賞を

しながら、自分が気がつ

いていない自分発見に繋

がる体験をして下さい。

1980年代半ば以降、度々

訪問したロンドンについ

て、｢駅｣と｢鉄道経営｣を

キーワードに、1990年代、

2000年代の変化を示し、

鉄道･駅から見たロンド

ンに迫ります。

酸はすっぱいもの、塩基
は苦いもの、互いに反応
するのが中和―というの
が、我々の感覚です。日
常ではどこにあり、科学
的にはどこまで判ってい
て、どこに応用されてい
るか。身近で奥深いこの
話題をとりあげます。

サロンたかの
～心のオアシス～

５月23日（土）
14:30～17:00
第１講義室
先着３０名

サロンあんどう
｢ロンドンの鉄道事情」

～駅めぐりから
見えてくるもの～

6月9日(火)
14:00～15:30

第2講義室 先着順40名

ティータイム
科学談話会

｢酸と塩基」
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：永澤 明

6月14日(日)
14:30～17:00
８階講堂Ａ



★
６
月
３
日
（
水
）

*
東
京
国
立
博
物
館
で

｢

鳥
獣
戯
画
展｣

鑑
賞

上
野
の
東
京
文
化
会
館

ロ
ビ
ー
に
11
時
10
分
集
合

★
７
月
９
日
（
木
）

*
秋
の
研
修
旅
行
案
と

後
期
活
動
計
画
案
の
検
討

*
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

10
時
半

第
1
講
義
室
に
集
合

★
５
月
27
日
（
水
）

10
時
～
12
時

８
階
講
堂

★
６
月
５
日
（
金
）･

19
日

（
金
）
10
時
～
14
時

第
1
講
義
室

★
６
月
24
日
（
水
）

10
時
～
12
時

８
階
講
堂

★
７
月
３
日
（
金
）

10
時
～
14
時

第
1
講
義
室

*
５
月
定
例
勉
強
会

★
５
月
16
日

14
時
～
16
時

第
１
講
義
室

★
５
月
23
日

14
時
～
16
時

物
工
室

★
５
月
26
日
（
火
）

13
時
～
15
時

第
４
講
義
室

★
活
動
日
は
毎
火
曜
日

*
誰
で
も
い
つ
で
も
参
加
可

能
な
親
睦
交
流
の
場
。

★
定
例
会･

勉
強
会

毎
月
第
２
火
曜
日

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

毎
月
第
１･

３
火
曜
日

午
前
初
級
、
午
後
応
用

★
６
月
イ
ベ
ン
ト

６
月
25
日
＝
施
設
見
学

古
代
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館

陸
上
自
衛
隊
広
報
セ
ン
タ
ー

★
活
動
日
＝
毎
週
金
曜
日

午
前
中

８
階
講
堂

★
毎
週
火
曜
日
（
６
月
）

２
日
、
９
日
、
16
日
、

23
日
、
30
日

★
各
公
開
講
演
会
場
に
て
、

茶
話
会
準
備
＆
叢
書
販
売

｢

学
生
新
聞｣

は
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ま
の
投
稿

で
制
作
さ
れ
ま
す
。
今
年
度

は
各
種
の
サ
ロ
ン
の
魅
力
を
、

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
紹
介

し
て
頂
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
積
極
的
な
投
稿
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
（
冬
）

第３８号 学 生 新 聞 平成２７年５月２２日2

私
は
選
科
履
修

生
と
し
て
、
１
９

９
４
年
に
放
送
大

学
に
入
学
し
ま
し

た
。
企
業
の
部
門

売
却
に
伴
っ
て
、
農
薬
開
発

か
ら
医
薬
学
術
の
ガ
ン
免
疫

担
当
に
変
わ
り
ま
し
た
。
ガ

ン
免
疫
は
分
子
生
物
学
そ
の

も
の
で
し
た
。
チ
ョ
ウ
の
研

究
が
趣
味
で
生
物
学
に
は
深

く
関
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

分
子
生
物
学
は
全
く
の
未
知

で
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
ゲ
ノ
ム
、
遺
伝

子
、
染
色
体
の
区
別
も
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
上
司
は
本

を
読
め
と
い
う
だ
け
で
す
。

こ
れ
で
は
仕
事
を
続
け
る
事

が
で
き
ず
辞
め
ね
ば
な
ら
な

く
な
る
と
思
い
、
必
死
で
策

を
考
え
た
結
果
、
学
ぶ
時
間

が
自
由
な
放
送
大
学
で
分
子

生
物
学
の
基
礎
か
ら
理
解
す

る
事
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。

こ
れ
で
仕
事
の
継
続
が
可

能
と
な
り
、
職
場
で
恥
ず
か

し
い
思
い
を
す
る
事
が
な
く

な
り
ま
し
た
。
更
に
当
時
の

副
学
長
の
趣
味
が
な
ん
と

“
チ
ョ
ウ
の
研
究
”
で
し
た
。

そ
れ
で
分
子
生
物
学
の
知
識

だ
け
で
な
く
、
チ
ョ
ウ
の
身

体
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
取
り
出
し

た
り
、
増
幅
し
た
り
、
解
読

ま
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
放
送
大
学
は
、
人
生

の
大
き
な
岐
路
で
私
を
助
け

て
く
れ
ま
し
た
。

当
時
所
属
し
た
愛
知
学
習

セ
ン
タ
ー
の
田
中
健
治
先
生
、

名
古
屋
大
学
の
宮
田
正
先
生

と
共
著
で
書
い
た
分
子
生
物

学
に
よ
る
チ
ョ
ウ
の
系
統
論

文
が
、
分
子
系
統
研
究
で
は

世
界
的
な
雑
誌
（M

o
l
e
c
u
-

l
a
r

p
h
y
l
o
g
e
n
e
t
i
c

&
e
v
o

-
l
u
t
i
o
n

）
に
掲
載
さ
れ
、

こ
の
論
文
を
中
心
に
今
ま
で

の
全
研
究
を
ま
と
め
て
、
２

０
０
３
年
名
古
屋
大
学
か
ら

博
士
の
学
位
を
頂
き
ま
し
た
。

蜂
須
賀
正
氏
侯
爵
が
設
立
し

た
日
本
生
物
地
理
学
会
の
会

長
に
就
任
し
、
総
説
『
チ
ョ

ウ
の
生
物
学
』
（
東
京
大
学

出
版
会
）
の
「
分
子
に
よ
る

系
統
研
究
」
の
章
を
執
筆
し
、

当
時
の
丹
保
憲
仁
学
長
に
お

手
紙
を
添
え
て
１
册
を
放
送

大
学
本
部
図
書
館
に
寄
贈
し

ま
し
た
。
受
講
科
目
は
分
子

生
物
学
か
ら
生
態
学
、
細
胞

生
物
学
、
動
物
の
進
化
、
人

間
と
自
然
、
地
球
環
境
を
考

え
る
な
ど
様
々
に
広
が
り
、

現
代
経
済
学
、
金
融
論
、
経

営
学
、
現
代
の
国
際
政
治
、

公
共
哲
学
な
ど
社
会
科
学
に

も
広
が
り
ま
し
た
。
更
に
62

歳
か
ら
声
楽
を
始
め
、
初
め

て
出
場
し
た
声
楽
コ
ン
ク
ー

ル
で
入
賞
し
、
そ
の
関
連
で

音
楽
・
情
報
・
脳
を
受
講
し
、

今
年
は
舞
台
芸
術
へ
の
招
待

を
受
講
し
て
い
ま
す
。
入
学

し
て
22
年
、
受
講
科
目
は
血

と
な
り
肉
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
の
私
が
あ
る
の
は
最
初
に

受
講
し
た
“
分
子
生
物
学
”

に
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

1993年､「法隆寺」及び「姫路城」は､日

本最初の世界遺産として登録された。1978

年アーヘン大聖堂(ドイツ連邦共和国)以下

12件が世界最初の世界遺産として登録され

てから､37年経過していた｡今回は法隆寺に

ついてのべる。これを世界遺産特有の表現

をすると､｢法隆寺地域の仏教建造物群」

（Buddhist Monuments in the Horyu-ji

Area）､ 日本国(奈良県生駒郡斑鳩町)､文

化遺産､1993年登録､登録基準 (ⅰ)(ⅱ）

（ⅳ)(ⅵ）になる｡登録基準を表示すると

きローマ数字の小文字を用いる。

世界遺産に必要な｢顕著な普遍的価値」

とは､国家という枠組みを超え､人類全体に

とって現在だけでなく将来世代にも共通し

た重要性を持つような､傑出した文化的な

意義や自然的な価値を意味する｡「顕著な

普遍的価値」の評価基準として､登録基準

が作業指針によって定められている。登録

基準は(ⅰ)から(ⅹ)まであり､(ⅰ)から

（ⅵ)までを文化遺産に､(ⅶ)から(ⅹ)まで

を自然遺産としている。

登録基準（ⅰ)は【人類の創造的資質を

示す傑作】とされており､具体的内容は法

隆寺・法起寺の残る木造建造物群で､最古

のものは７世紀に遡る｡これらの建造物は

エンタシスや雲形(くもがた)の斗(ます)な

ど優れた設計力と装飾美を併せ持っており､

古代人の美的センスの高さを今に伝えてい

る｡その他の登録基準の説明は省略する。

｢法隆寺地域の仏教建造物群｣は､法隆寺

に属する47棟と法起寺の三重の塔１棟の建

造物群で構成されている｡この二寺はいず

れも聖徳太子ゆかりの寺院であり､仏教と

共に日本に伝来した建築様式が､日本独自

の建築に取り入れられた顕著な例といえる｡

法隆寺は、西院と東院からなり､西院は

東に金堂､西に五重塔が並び､この伽藍配置

を｢法隆寺式伽藍配置｣と言う。創建当時は

金堂を北に､五重塔を南に配置する｢四天王

寺式伽藍配置｣とされている。西院伽藍で

は金堂の再建が一番早く711年ごろとされ､

その後に五重塔･中門など西院全体が再建

された。西院の構造･意匠､金堂内部の釈迦

三尊のアルカイックスマイルなどに北魏時

代(6世紀)の影響を受けたと考えられる。

釈迦三尊像は、渡来人の鞍作止利(くら

ずくりとり)の作で､日本最初の仏像とされ

る｡東院は、夢殿など聖徳太子没後の739年、

太子の住居跡に建立された上宮王院(じょ

うぐうおういん)がもとになっている。夢

殿は最古の八画円堂で､本尊の救世観音立

像は聖徳太子と等身とされる。当該立像は、

白布に覆われ明治時代までその姿を拝むこ

とはできなかったが､明治政府の命を受け

た岡倉天心･フエノロサによる近畿地方の

古社寺宝物調査の際､白布を取り去り､その

姿を現した｡

法起寺は、法隆寺の北東約1.5㎞に位置

する聖徳宗の寺院であり､境内には創建当

時から残る唯一の建造物高さ24mの「三重

の塔」がある。

世界遺産・法隆寺

荒川良雄

囲
碁
専
科

ト
リ
ッ
ク
の
館
の
カ
フ
ェ
ー
暮
遅
し

八
重
子

遅
き
日
の
田
楽
能
の
足
拍
子

安

代

花
色
の
空
一
朝
の
地
に
は
雪

保

子

遅
き
日
の
語
り
い
ざ
な
ふ
源
氏
香

と
く
江

ア
ト
リ
エ
の
窓
の
高
さ
や
春
愁

光

娥

イ
シ
ュ
タ
ル
の
翼
の
遺
跡
黄
砂
来
る

十

詩

暮
遅
し
大
地
に
も
ど
る
観
覧
車

明

美

夜
桜
は
や
が
て
異
界
の
出
入
口

由

美

蘇
る
追
憶
は
空
雪
の
果

規

子

（
つ
み
草
）

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

｢放送大学 ともに歩んで
22年｣ 森中定治

西
院
伽
藍
（
左
）
と
東
院
伽
藍
（
右
）

投稿コーナー

埼
玉
同
窓
会

Ｊ
Ｒ
松
山
駅
か
ら
市
電
に
乗
り
鉄
砲
町

で
下
車
、
徒
歩
を
含
め
約
１
５
分
。
愛
媛

大
学
総
合
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
３
階
と

４
階
が
放
送
大
学
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。
こ
こ
で
５
月
９
日
と
10
日
、
中
国
・

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
同
窓
会
交
流
会
が
開
催

さ
れ
た
。
鳥
取
・
島
根
・
岡
山
・
広
島
・

山
口
・
徳
島
・
香
川
・
高
知
・
愛
媛
の
９

同
窓
会
と
連
合
会
か
ら
の
参
加
者
24
名
が

集
ま
っ
た
。

第
一
日
目
は
交
流
会
に
先
立
ち
、
公
開

講
演
会
と
論
文
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。

森
愛
媛
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
の
ご
挨
拶
か

ら
始
ま
っ
た
講
演

会
は
、
「
四
国
遍

路
の
歴
史
と
世
界

遺
産
へ
の
道
」
―

空
海
と
弘
法
大
師

の
足
跡
―
と
題
し
、

胡
光
（
エ
ベ
ス
ヒ

カ
ル
）
愛
媛
大
学
教
授
の
お
話
で
あ
っ
た
。

愛
媛
大
学
に
は
四
国
遍
路
・
世
界
の
巡
礼

研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。
古
代
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
る
四
国
遍
路
は
「
お
接
待
」

な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
人
々
に
支
え
ら

れ
、
現
在
ま
で
絶
え
る
こ
と
な
く
続
き
、

い
ま
や
日
本
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
化
遺

産
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
世
界
遺
産
に

す
る
た
め
の
取
組
み
や
地
道
な
研
究
、
空

海
の
足
跡
と
弘
法
大
師
の
誕
生
に
つ
い
て

な
ど
深
い
お
話
に
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
た
。

続
い
て
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

利
用
し
た
発
電
の
研
究
」
―
太
陽
光
・
風

力
発
電
の
研
究
か
ら
見
え
て
き
た
も
の
―

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
稲
谷
吉
彦
さ
ん
に
よ

る
論
文
発
表
が
あ
っ
た
。
場
所
を
移
し
各

同
窓
会
、
連
合
会
の
情
報
交
換
が
行
な
わ

れ
た
。
西
川
愛
媛
同
窓
会
長
の
進
行
で
、

学
友
会
と
の
関
係
を
中
心
に
各
同
窓
会
か

ら
発
表
が
行
な
わ
れ
た
。
学
友
会
と
同
窓

会
の
役
割
の
違
い
を
踏
ま
え
積
極
的
に
活

動
さ
れ
て
い
る
。
島
根
や
広
島
の
事
例
、

山
口
の
学
友
同
窓
会
の
紹
介
な
ど
、
各
同

窓
会
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
抱
え
な
が

ら
、
学
習
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
活
動
し

て
い
る
様
子
が
伝
え
ら
れ
た
。
愛
媛
同
窓

会
も
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実
し
た
施
設
の

中
で
「
に
ぎ
た
つ
会
」
と
い
う
学
友
会
と

う
ま
く
乗
り
入
れ
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
発
表
や
質
問
の
や
り
取

り
は
続
き
、
尽
き
な
い
話
は
次
の
懇
親
会

に
持
ち
越
さ
れ
た
が
、
皆
が
こ
う
し
て
一

堂
に
会
し
て
話
し
合
う
こ
と
の
大
切
さ
を

実
感
し
た
ひ
と
時
で
あ
っ
た
。
特
に
中
国

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
そ
の
結
び
つ
き
が
強

く
感
じ
ら
れ
る
。
セ
ン
タ
ー
内
の
ポ
ス
タ
ー

に
目
を
や
る
と
「
中
国
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
公

開
授
業
」
と
い
う
企
画
が
あ
り
、
「
中
国
・

四
国
地
方
の
自
然
遺
産
・
文
化
遺
産
・
文

化
財
・
近
代
化
遺
産
」
を
共
通
テ
ー
マ
と

し
て
９
学
習
セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
公

開
授
業
が
組
ま
れ
て
い
た
。
瀬
戸
内
海
を

は
さ
ん
で
共
有
す
る
自
然
と
文
化
を
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
発
信
す
る
か
た
ち
は
、
同
窓
会

活
動
の
良
い
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。

２
日
目
は
、
朝
９
時
か
ら
松
山
城
見
学
で

あ
る
。
こ
れ
が
た
だ
の
見
学
で
は
な
か
っ

た
。
愛
媛
同
窓
会
に
よ
る
松
山
城
の
ガ
イ

ド
ぶ
り
は
、
自
身
の
生
活
の
中
で
培
わ
れ

溢
れ
出
る
こ
と
ば
で
語
ら
れ
た
。
人
と
ま

ち
が
一
体
と
な
っ
て
根
を
張
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

愛
媛
と
い
え
ば
松
山
「
い
で
湯
と
城
と

文
学
の
ま
ち
」
で
あ
る
。
ま
ち
の
各
所
に

は
投
句
場
所
が
設
け
ら
れ
、
選
ば
れ
た
句

や
こ
と
ば
が
ま
ち
中
に
表
示
し
て
あ
る
。

そ
し
て
ま
ち
の
随
所
で
空
海
や
正
岡
子
規
、

夏
目
漱
石
、
秋
山
兄
弟
な
ど
、
こ
の
地
で

生
き
た
人
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
今
回
、
こ
の
地
の
歴
史
と
文
化
を
身

体
で
感
じ
、
愛
媛
に
一
歩
近
づ
く
こ
と
が

出
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

愛媛学習センター
放送大学埼玉同窓会

会長 森岡加代

探訪コーナー

法隆寺 夢殿

バ
ラ
ン
ス
体
操

悠
悠

―
生
涯
学
習
奨
励
賞
金
剛
賞

を
受
賞
さ
れ
た
２
名
の
方
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
、

福
田
暉
氏
か
ら
回
答
を
得
た
。

Ｑ
放
送
大
学
に
入
学
し
た
き
っ

か
け
は･･･

福
田
＝
家
庭
の
事
情
に
よ
り
、

高
校
卒
で
就
職
し
た
の
で
、

大
学
の
勉
強
を
し
た
か
っ
た

か
ら
。

Ｑ
一
番
面
白
か
っ
た
講
義

福
田
＝
面
接
授
業
の
山
口
学

習
セ
ン
タ
ー
主
催
「
歴
史
の

宝
庫
（
周
防
国
衛
一
防
府
）
」

で
、
防
府
天
満
宮
の
話
が
よ

か
っ
た
。

Ｑ
記
憶
に
残
っ
て
い
る
事

福
田
＝
面
接
授
業
で
、
神
奈

川
学
習
セ
ン
タ
ー
の
夜
の
授

業
を
受
け
た
時
、
野
田
市
か

ら
横
浜
ま
で
片
道
約
３
時
間

か
け
て
５
回
通
っ
た
こ
と
。

Ｑ
在
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

福
田
＝
「
継
続
は
力
な
り
」
。

コ
ツ
コ
ツ
や
る
こ
と
。

Ｑ
今
後
の
目
標

福
田
＝
六
つ
目
の
コ
ー
ス

「
情
報
」
に
継
続
入
学
し
て
、

そ
の
後
、
名
誉
学
生
に
な
る

こ
と
。

Ｑ
こ
れ
ま
で
に
、

受
講
し
た
コ
ー
ス

福
田
＝
自
然
の
理
解

発
達
と
教
育

生
活
と
福
祉

社
会
と
産
業

人
間
と
文
化

生
涯
学
習
奨
励
賞

金
剛
賞
受
賞
者

ア
ン
ケ
ー
ト


